
年度 達成度
達成度を選択した理

由

90

教育文化会館・市民
館において、｢男女平
等推進学習」の講座
や情報提供の実施、
学習スペースの確保
等を通じて、市民の男
女平等に関する学習
の機会を提供します。

「男女平等推進学
習」講座の実施、
及び情報提供の実
施（学習環境整備
事業） 教育委員会

事務局
生涯学習推
進課

91

市民・市民活動団体
等及び事業者と連携
した「かわさき男女共
同参画ネットワーク」
活動を推進します。

すくらむネット21に
おける女性活躍に
向けた情報提供・
意見交換、フォーラ
ムの実施など 市民文化局

人権・男女
共同参画室

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

事業
番号

事業

年度ごとの達成度（男女共同参画の視
点に配慮した事業の推進度）

令和元(2019)年度実績

再計目標Ⅰ　事業番号5

Ⅲ　 地域でいきいきと暮らすための男女共同参画の推進

事業概要 所管局 担当部署次年度の課題
今後の
方向性

８　地域における男女共同参画の推進

再掲目標Ⅱ　事業番号45

92

男女共同参画に
向けた活動に取
り組む市民・市民
活動団体等への
支援を行います。

男女共同参画セ
ンター協働事業
等

地域女性連絡協
議会への活動支
援

◎R１年度協働事業
・川崎の男女共同社会をす
すめる会/NPO法人かながわ
女性会川崎「非正規シング
ル女性のの現状とこれか
ら」１回、計41名参加
・ふつうのくらし「人生
100年時代、プチ起業を通
じて将来に備えよう 小さ
な仕事作りLABO」計5回、
計45名参加
・ダブルケアかわさき「私
たちの身近なケアを学ぶ～
プチ勉強会」計8回、計83
名参加
・たかつ子育てサークル
「バンブーキッズ」子育て
ほっとサロン2019、計10
回、計230名参加。週末イ
ベント、計2回、計53名参
加
・NPO法人グローイン・グ
ランマ「0歳児の親子のた
めのこころとこころをつな
ぐ小さなおはなし会」計9
回、計224名参加
・ウーマンネットアカデ
ミー＆コンサルティング
「ＩＴ活用で女性の働き方
改革を応援！ITスキルアッ
プで新しい働き方を！」計
4回開催、計48名参加

市民グループ・団
体からの提案に基
づき、協働で講座
等を行うことで、
団体の活動支援及
び地域に根差した
男女共同参画の推
進に繋がった。

2

引き続き、男女共同
参画センターにおい
て、地域課題の解決
のため、公募により
実施団体を募り、選
考するとともに、企
画・運営に関して団
体と協働して取り組
んでいく。

川崎市地域女性連絡協議会
の活動支援を行った。

地域活動における
男女共同参画を促
進した。

2

次年度も引き続き、
地域女性連絡協議会
の活動支援を推進し
ていく。

(33)地域活動における男女共同参画の促進

　　地域における特定の活動において、性別や年齢等による参加の偏りが生じることがなく、また、地域活動に男女共同参画の視点が反映されるよう各団体へ働きかけ
ます。

市民文化局
人権・男女
共同参画室

教育委員会
事務局

生涯学習推
進課
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H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) C

R1
(2019) C

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) E

R1
(2019) E

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

町内会連絡協議会への委員
推薦依頼があった際に、女
性参画に係る啓発を行っ
た。

区町会連合会の三役会・理
事会等の各種会議において
広く周知を図った。

宮前区の町内会・自治会連
合会の役員会において、市
の男女共同参画の取組を説
明した。

今年度は充て職以
外の市の審議会等
委員の推薦依頼が
なかったため、女
性委員が推薦され
ることはなかっ
た。

2

女性が町内会・自治
会活動の中核を担っ
ていく機会が増える
よう、働きかけや情
報提供を継続して行
う。

麻生区役所

多摩区役所

宮前区役所

区町会連合会の三
役会・理事会等の
各種会議で啓発等
を行ったため。

引き続き区町会連合
会の三役会・理事会
等の各種会議で広く
周知を図る。
区町会連合会への委
員推薦依頼があった
場合には、委員の女
性の比率向上の観点
からも検討を行う。

町内会連合会な
どにおける女性
参画についての
理解促進など

町内会連合会な
どにおける女性
参画についての
理解促進など

町内会連合会な
どにおける女性
参画についての
理解促進など

町内会連合会な
どにおける女性
参画についての
理解促進など

町内会連合会な
どにおける女性
参画についての
理解促進など

町内会連合会な
どにおける女性
参画についての
理解促進など

町内会連合会の会
合において周知を
図った。

2

引き続き、町内会連
合会の会合において
周知を図る。

情報提供を通じ、
町内会・自治会に
向けた男女共同参
画についての理解
の促進を行った。

2

引き続き、会議等の
機会での情報提供を
行う。

地域における男女
共同参画の推進に
向け、計画してい
た取組を実施し
た。

2

引き続き,町内会連合
会理事会等各種会議
の場において広く周
知を図る。

川崎区町内会連合会理事会
等各種会議の場において広
く周知に取り組んだ。

男女共同参画セ
ンター運営委員
会等を通じた情
報提供
すくらむネット21
運営会議等を通
じた全町連への
情報提供

自主運営団体への行政から
の働きかけの難しさに配慮
しながら、引き続き実態把
握と啓発に努めた。

町会連合会の会議
で広報・啓発を
行ったため。

2

自主運営団体への行
政からの働きかけの
難しさに配慮しなが
ら、引き続き実態把
握と啓発に努める。

町内会連合会な
どにおける女性
参画についての
理解促進など

市民文化局

地域振興課

93

町内会・自治会や
ＰＴＡ等の活動に
おける男女共同
参画について理
解の促進に努め
ます。

地域振興課

地域振興課

地域振興課

地域振興課

人権・男女
共同参画室
市民活動推
進課

川崎区役所

幸区役所

地域振興課

地域振興課

高津区役所

中原区役所

2

・引き続き、女性参
加に係る啓発を行っ
ていく。
・町内会連絡協議会
への各種委員等の推
薦依頼について、女
性比率の向上に配慮
するよう努める。

2

特になし

町内会連絡協議会
への各種委員等の
推薦依頼への対応
については、女性
比率の向上に配慮
しながら選出する
よう努めた。

2

93

町内会・自治会や
ＰＴＡ等の活動に
おける男女共同
参画について理
解の促進に努め
ます。

地域に対する様々な広報や
情報提供依頼を受け、町内
会連合会の会合において広
く周知を図った。

特に実施していな
いため

（人権・男女共同参画室）
男女共同参画センター運営
委員会を通じ、町内会・自
治会に対し市の施策等につ
いての情報提供を行った。
（市民活動推進課）かわさ
き男女共同参画ネットワー
ク会議に全町連として参画
した。
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H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

(34)男女共同参画センターの取組の推進

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

町内会連合会など
における女性参画
についての理解促
進など

各区役所 地域振興課

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

教育委員会
事務局

市民館等における「ＰＴＡ
活動研修」において男性の
参加を意識した運営を行っ
た

地域活動における
男女共同参画の促
進につながる研修
を行った。

次年度もＰＴＡ活動
研修において男性の
参加促進を推進して
いく。

人権・男女
共同参画室

市民文化局

2

引き続き、トークサ
ロンを開催し、地域
で活躍する女性の取
組の紹介を行う。

市民館等における「男女平
等推進学習」において市民
と共に企画運営を行った。

地域活動における
方針決定過程への
女性の参画を行っ
た。

2

次年度も引き続き、
市民館等における
「男女平等推進学
習」の企画運営への
市民参画を推進して
いく。

地域で活躍をす
る女性を招いた
「トークサロン」の
開催

市民館等におけ
る「男女平等推
進学習」開催す
るに当たり、学習
の企画運営への
市民参画促進

地域で活躍する女性を招い
ての「トークサロン」を3
回開催し、計62名の参加が
あった。
・1回目　講師：熊谷智子
氏、テーマ：女性消防士誕
生から50年。私たちのまち
の安心・安全を目指して
・2回目　講師：仁科淳子
氏　テーマ：緑を紡いだ仕
事人生～ワークライフバラ
ンスの相乗効果を目指して
～　　　　　　　　・3回
目　講師：河村しおり氏
テーマ：生きる力をメイク
で再び。～難病（SLE）の
経験をスキルや個性に変え
て～

中心的な役割を
担う女性の人材
育成に向け、生
涯学習等におけ
る男女平等推進
学習の機会を積
極的に提供しま
す。

96

中心的な役割を
担う女性の人材
育成に向け、生
涯学習等におけ
る男女平等推進
学習の機会を積
極的に提供しま
す。

(35)地域活動における方針決定過程への女性の参画促進

市民文化局
人権・男女
共同参画室

生涯学習推
進課

ＰＴＡ活動研修に
おける男性の参
加促進など

男女共同参画セ
ンターの地域団
体への出前講座

293

町内会・自治会や
ＰＴＡ等の活動に
おける男女共同
参画について理
解の促進に努め
ます。

96

95

再掲目標Ⅲ　事業番号93

令和元年度は、防災、男女
平等、ハラスメントなどを
テーマに、20件の依頼があ
り、出前講座や講師派遣を
行った。

出前講座や講師派
遣を通じて、防災
や男女平等の啓発
などの効果があっ
た。

2

引き続き、依頼に基
づき、出前講座や講
師派遣を実施してい
く。

2

引き続き、男女共同
参画の拠点施設とし
て、男女共同参画に
関する情報の発信、
市民や事業所と協働
した事業の推進、男
女の人権尊重に向け
た相談事業の推進を
行う。

地域の会議等に
おける方針決定
過程への女性の
参画拡大につい
て理解を促進しま
す。

地域における男
女共同参画の拠
点として、市民や
事業者と協働し、
男女平等施策を
推進します。

男女共同参画セ
ンター事業（すく
らむ21まつりな
ど）

・川崎市男女平等推進週間
に合わせ、R1年6月23日に
第15回すくらむ21まつりを
開催し、4,372人の参加が
あった。
・公募により選ばれた7団
体と男女共同参画協働事業
を推進した。
・女性及び男性総合相談を
実施した。
・男女共同参画センター開
設20周年を記念したメッ
セージ募集を行い、ＨＰや
紙媒体による積極的な情報
発信を行った。
・情報誌「すくらむ」の発
行などを通じ、男女共同参
画に関する情報提供を行っ
た。

相談事業、協働事
業等を通じ、地域
に根差した男女平
等施策を推進し
た。

94

　　方針決定過程への女性の参画拡大に向けた理解促進や学習機会の提供に努めます。

市民文化局
人権・男女
共同参画室

教育委員会
事務局

生涯学習推
進課

ゲストと参加者同
士が交流する場を
提供し、参加者が
よりゲストを身近
に感じることがで
きることを目指し
た。
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H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

98

男性が主体となって
企画運営を行う子育
てサロン等の開催を
通じ、男性の家庭や
地域活動への参画を
促進します。

男女共同参画セ
ンターのイキメン
研究所事業

市民文化局
人権・男女
共同参画室

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) A

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) C

R1
(2019) C

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

　　男性の地域活動への参画促進に向けて、講座等を開催します。

　　多様な視点を反映し地域防災力を向上させるため、男女共同参画の視点を取り入れた防災体制の充実に取り組みます。

防災会議など

地域防災活動に
おける女性参画
促進の取組

防災対策に男女共同参画の
視点を反映させるため、各
種会議の委員の推薦にあ
たっては、女性の推薦を配
慮していただくよう依頼
し、女性参加を積極的に呼
びかけるなど、引き続き男
女共同参画の視点に配慮し
た取組を推進した。

次年度も引き続き、
女性参画の促進に向
け、取組を推進す
る。

総務企画局 危機管理室

川崎区役所
危機管理担
当

防災会議委員につ
いては、委員65名
中女性5名、国民保
護協議会について
は委員52名中5名と
の構成となってい
るため、引き続き
女性比率の向上に
努める。

1

引き続き、各種防災
計画やマニュアルの
修正に際し、男女共
同参画の視点を反映
できるよう取り組ん
でいく。また、各種
会議の委員について
も女性参加を積極的
に呼びかけていく。

年2回実施している総合防
災訓練において、親子が楽
しめるメニューの充実化に
より、多くの女性と子供が
参加し、防災に対する意識
や地域防災活動参画に向け
た意識の醸成を図った。

女性参画の促進に
向け、計画してい
た取組を実施し
た。

2

再掲目標Ⅰ　事業番号34

99

地域の幅広い世
代の市民が主体
となって、子ども
たちの学習や体
験活動を支援しま
す。

地域の寺子屋
事業

市内55か所で寺子屋を開講
し、地域の主体的な取組に
より、放課後週1回の学習
支援と土曜日等月１回の体
験活動を実施し、世代間交
流を推進した。

寺子屋では、性別
や年齢に関わら
ず、幅広い層の子
どもと大人が参加
し、交流する場と
なっている。 1

全小中学校への寺子
屋の拡充に向けて、
引き続き事業を推進
していく。

(36)男性が地域活動に参画できる環境づくり

(37)地域における子どもの自己形成や社会参画の促進

97

男性の地域活動
への参画を促進
するための講座
を実施します。

シニア世代を対
象とした地域デ
ビュー講座

教育文化会館・市民館でシ
ニア世代を対象とした講座
を実施した。

男性が地域活動に
参画できるような
環境づくりを行っ
た。

2

次年度も引き続き、
男性の地域活動への
参画につながる講座
を提供する。

教育委員会
事務局

生涯学習推
進課

避難所運営等に
おいて男女双方
の参画を促進し、
固定的な性別役
割分担意識にとら
われない地域防
災活動を推進す
るなど、男女共同
参画の視点を取
り入れた防災体
制の充実を推進
します。

教育委員会
事務局

生涯学習推
進課

(38)防災分野における男女共同参画の推進と女性の参画拡大

100

市民と連携した情
報発信や出前講
座の実施を通じ、
男女共同参画の
視点を取り入れた
防災体制への理
解を促進します。

男女共同参画セ
ンター「女性の視
点で考えるかわ
さき防災プロジェ
クト（ＪＫＢ）」の活
動

・市民グループ「女性の視
点でつくるかわさき防災プ
ロジェクト」と男女共同参
画センターが協働し、出前
形式で防災訓練等において
啓発活動を行った。情報誌
「すくらむ」において、女
性の視点で考える防災を
テーマにＪＫＢメンバーに
よる記事掲載を行った。
・「シニアシングル女性の
ためのサバイバル読本」を
作成し、高齢女性の防災・
減災に向けた啓発を行っ
た。

出前講座やサバイ
バル読本の配布を
通じ、男女共同参
画の視点を取り入
れた防災の取組の
周知・啓発を行っ
た。

2

引き続き、市民グ
ループと連携した啓
発活動を推進する。

市民文化局
人権・男女
共同参画室

101
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地域包括ケアシ
ステム推進事業

健康福祉局

「川崎市地域包括ケアシス
テム推進ビジョン」に基づ
き、「意識づくり」「仕組
みづくり」「地域づくり」
の取組を進めた。

地域防災活動に
おける女性参画
促進の取組

中原区役所

麻生区役所

多摩区役所

地域防災活動に
おける女性参画
促進の取組

地域防災活動に
おける女性参画
促進の取組

地域防災活動に
おける女性参画
促進の取組

９　 さまざまな困難な状況にある女性等が安心して暮らせる環境の整備

(39)高齢者が安心して暮らせる環境整備と社会参加への支援

危機管理担
当

危機管理担
当

2

避難所開設訓練等
に、より多くの女性
に参加してもらえる
よう、より効果的な
呼びかけ方法等を検
討する必要がある。

危機管理担
当

地域防災活動に
おける女性参画
促進の取組

会議等を通じ、避
難所開設訓練等の
実施に当たって
は、多くの女性に
参加してもらうよ
う、自主防災組織
である町内会・自
治会等に働きかけ
た。

地域防災活動に
おける女性参画
促進の取組

・避難所代表者会議におい
て、避難所運営マニュアル
を用いて要配慮者や性別等
に配慮した避難所運営を目
指すよう取り組んだ。
・自主防災組織リーダー等
養成研修会や各避難所運営
会議において、避難所運営
ゲーム（HUG)を通して要配
慮者対応について学ぶ機会
を設けた。

昨年同様、避難所
の運営等におい
て、性別や年齢等
に配慮し実行する
ことができた。

2

次年度についても、
避難所運営会議等に
おいて、より女性が
参画しやすいような
開催日時や環境を考
慮し運営する必要が
ある。

高津区役所

今年度も、区内の指定避難
所全23箇所において避難所
開設訓練を実施した。総計
で約1,500人の参加があ
り、多くの女性の参加も認
められた。

危機管理担
当

危機管理担
当

101

2

避難所運営等に
おいて男女双方
の参画を促進し、
固定的な性別役
割分担意識にとら
われない地域防
災活動を推進す
るなど、男女共同
参画の視点を取
り入れた防災体
制の充実を推進
します。

危機管理担
当

幸区役所

・避難所運営会議や避難所
設置訓練において、避難所
運営における性別への配慮
や、参加者の男女の偏りが
出ないように働きかけた。

避難所運営会議や
避難所設置訓練
は、一定数の女性
の参加がある。一
方で、避難所ルー
ルの詳細や避難所
運営体制には男女
共同参画の視点を
さらに取り入れる
余地がある。

2

男女共同参画の視点
を取り入れた防災体
制の充実に向け、引
き続き取り組む。

宮前区役所

総合防災訓練において、親
子が楽しめるメニューの充
実化により、多くの女性と
子供が参加し、防災に対す
る意識や地域防災活動参画
に向けた意識の醸成を図っ
た。

自主防災組織本部
長や避難所運営委
員の多くは男性で
あり、地域の女性
がより多く携わっ
ていくことができ
る余地がある。

102

高齢者が家庭や
地域で安心して
暮らせるよう環境
整備や支援を行
います。

高齢者を含めた、
誰もが住み慣れた
地域や自らが望む
場で安心して暮ら
し続けられる地域
の実現を目指して
取組を実施でき
た。

2

今後も、地域包括ケ
アシステムの構築に
向けた取組を推進す
る。

区総合防災訓練において男
女共同参画センターの協力
により、女性視点での避難
所運営の啓発を行った。ま
た、自主防リーダー研修に
おいて女性視点の防災を
テーマとして実施した。

例年、男女共同参
画センターの協力
により、防災啓発
を行っている。ま
た避難所運営会議
の代表者に女性が
代表となる学校も
出ており増加する
傾向にある。

2

引き続き女性の参画
を促すとともに、男
女共同参画の意識を
高めていく。

男女共同参画の視点
を取り入れた防災体
制の充実に向け、引
き続き取組の推進に
努める。

本年度については、女性視
点の防災をテーマに自主防
リーダー研修を実施する
等、地域の防災活動におい
て、男女が共同して参画す
るよう取り組んだ。

避難所の運営等に
おいて、性別や年
齢等により異なる
課題やニーズがあ
ることを把握する
ことができた。

2

　　就業時などの男女の置かれた状況の違いが凝縮され固定化されて高齢期に現れることに留意し、高齢者が安心して暮らせる環境整備や支援に取り組みます。

地域包括ケ
ア推進室

引き続き女性の参画
を促すとともに、男
女共同参画の意識を
高めていく。
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ステム推進事業 健康福祉局

地域包括ケ
ア推進室

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

かわさきいきいき
長寿プランに基
づくサービスの
提供

居住支援

103

希望する高齢者
の就業の機会を
確保するととも
に、各種講座等
の開催や外出の
支援等に取り組
むことにより、生
きがいづくりと社
会参加を促進しま
す。

介護サービス提供事業者向
けに講習会や、指導等を
行って質の向上を図ること
により、男女共に利用しや
すく、介護者にとっては利
用させやすい介護サービス
の充実を図った。

介護は、社会全体
で支えていくこと
が重要であると考
えるため、男女平
等推進に配慮して
施策を推進した。 2

次年度も引き続き、
障害者の地域生活に
関する取組みを推進
する。

健康福祉局

引き続き、男女平等
推進に配慮して施策
を推進する。

第７期かわさきいきいき長
寿プランに基づき、適切に
執行するとともに、虐待防
止に向けた関係職員研修、
事例検討会等施策を推進し
た。

地域包括ケ
ア推進室2

今後も、第７期かわ
さきいきいき長寿プ
ランに基づき施策を
推進する。

健康福祉局

健康福祉局

102

高齢者が家庭や
地域で安心して
暮らせるよう環境
整備や支援を行
います。

住宅整備推
進課

まちづくり
局

高齢者事業
推進課

高齢者虐待防止
の取組

障害計画課

障害計画課2

・地域における生活の場や
日中活動の場の運営支援等
による障害者支援事業の推
進、また精神障害者への地
域移行支援に係る取組みを
行った。

専門職員を対象と
した、精神障害者
の地域移行支援に
関する研修の中
で、男女両方のピ
アサポーターから
体験談を聞く機会
を設けた。

2

次年度も引き続き、
受付・相談窓口の体
制を維持する。

・シルバー人材センターに
対し支援を行い、健康で働
く意欲を持つ高齢者に会員
登録していただき、臨時
的・短期的又は軽易な業務
に係る就業機会の確保を
図った。

(40)障害者が安心して暮らせる環境整備と自立した生活及び社会参加への支援

健康福祉局

健康福祉局

障害者日常生活
支援事業

・24時間365日対応の川崎
市障害者虐待通報ダイヤル
を運用し、受付・相談窓口
の体制強化を行った。

2

引き続き、関係部
署、関係機関との連
携を強化していく必
要がある。

「川崎市居住支援協議会」
にて、入居支援体制の充実
に向け各区役所や関係団体
への周知啓発を目的とした
研修を実施した他、「すま
いの相談窓口」の利用に関
するリーフレットを作成し
職員、支援者等に広く配布
し、福祉部局や関係団体と
の緊密な連携が可能となる
体制を構築した。

「川崎市居住支援
協議会」におい
て、居住支援制度
の推進も含め、幅
広く入居機会の確
保と居住の安定に
向けた検討を行
い、施策の充実に
努めた。

104

障害者が地域で
安心して暮らせる
よう環境整備や
支援を行います。

障害者虐待防止
の取組

高齢者のいきがい・健康づ
くりや社会参加の促進につ
ながる「傾聴講座」、「パ
ソコン・スマホ講座」「シ
ニアライフ講演会」を企
画・開催した。

例年男性の参加希
望者が多いことを
踏まえ、女性にも
参加しやすいテー
マでの講演会を企
画した。 2

交通の便を考慮し
た、会場の確保の検
討が必要。

高齢者就労支援
事業

生涯現役対策事
業

健康福祉局

　　障害があることに加えて女性であることにより、更に複合的に困難な状況に置かれている場合があることや、課題やニーズが男女で異なる場合があることに留意し、
障害者が安心して暮らせる環境整備や支援に取り組みます。

高齢者が安心して
暮らせるための取
組を計画的に実施
できた。

障害者が地域で安
心して暮らせる環
境整備に向け、計
画していた取組を
実施した。

女性向けの仕事の
受注拡大を行い、
女性会員に適した
就業機会の確保及
び拡充を図った。

2

引き続き、会員の増
強と就業機会の拡大
を両輪とした取組を
推進する必要があ
る。 高齢者在宅

サービス課

高齢者在宅
サービス課

再掲目標Ⅲ　事業番号102
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障害者週間に合わせて、
「手をつなぐフェスティバ
ル」をとどろきアリーナで
開催し、約3,000名の参加
があった。

障害者福祉の理解
促進・普及啓発に
向けて、計画して
いた取り組みを実
施した。

多言語による情報
提供や窓口相談に
おいて、男女共同
参画の視点に配慮
しながら実施し
た。

2

引き続き、掲載情報
や配布場所の拡充を
検討しながら、情報
提供の充実を図ると
ともに、多文化共生
総合相談ワンストッ
プセンターの利用に
ついても周知を図っ
ていく。

健康福祉局 障害計画課

104

障害者が地域で
安心して暮らせる
よう環境整備や
支援を行います。

(41)外国人市民に対する支援の充実と暮らしやすさに配慮したまちづくりの推進

市民文化局
多文化共生
推進課

106

障害者雇
用・就労推
進課

障害福祉課

2

引き続き、個々の障
害特性に応じた就労
支援を実施するとと
もに、企業に対する
雇用支援を実施す
る。

2

次年度も引き続き、
障害者福祉の理解促
進・普及啓発向け
て、障害者の社会参
加の取り組みを推進
する。

105

障害者差別解消
の取組

・市民向けの取組として、
チラシやクリアファイル等
の配架、市ホームページの
公開を行うとともに、「障
害のある方へのサポート
ブック」冊子を各市民利用
施設に配布する等、周知啓
発を行った。
・市職員向けの取組とし
て、新規採用職員、新任係
長、新任課長の各階層別研
修における講義やｅラーニ
ングによる研修の内容追加
等、職員の理解を深める取
組を行った。

障害者が地域で安
心して暮らせるよ
うに、差別解消に
向けた各種取組を
計画どおり実施し
た。

2

次年度も引き続き、
市民及び市職員に対
する啓発等に関する
取組を推進する。

再掲目標Ⅲ　事業番号102

健康福祉局

健康福祉局

国際交流セン
ターでの多言語
情報提供、相談
の実施

公財）川崎市国際交流協会
及び川崎市国際交流セン
ターＨＰやＳＮＳににおけ
る市政情報や、（公財）川
崎市国際交流協会が発行す
る「ＫＩＡＮハローかわさ
き」等において外国人に役
立つ情報提供などを多言語
で行った。
また、令和元年7月31日に
多文化共生総合相談ワンス
トップセンターを開設し、
新たに4言語加えるととも
に、専用ダイヤル、トリオ
フォンやタブレットを導入
し、外国人相談機能を拡充
し、令和2年3月末までに
1,702件の利用があった。

障害者の働く意
欲の実現と企業
側の雇用促進に
つながる取組を
推進するととも
に、市民等と連携
してイベントや普
及啓発活動を行
い社会参加の機
会の充実を図りま
す。

　　言葉や文化の違いに加え、女性であることにより更に複合的に困難な状況に置かれている場合があることに留意した支援や、安心した暮らしに向けた環境の整備に
取り組みます。

障害者就労支援
事業

障害者社会参加
促進事業

市内3か所の地域就労援助
センターを中心とした障害
者の就労支援を行うととも
に、企業向けに雇用促進
ネットワーク会議を開催
し、障害者雇用に係わる理
解の促進を図った。

障害特性に応じた
適切な就労支援を
実施した。

外国人市民が健
康で安心して生
活するために、必
要な情報や行政
サービスを受けら
れるよう施策の充
実や環境整備に
努めます。
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男女ほぼ同数の委
員で構成された人
権施策推進協議会
多文化共生社会推
進指針に関する部
会及び外国人市民
代表者会議により
審議が行われるな
ど、外国人市民が
安心して生活でき
るように、多文化
共生社会推進指針
に基づき、施策を
推進した。

再掲目標Ⅲ　事業番号102

川崎市多文化共生社
会推進指針に基づき
外国人市民に対し行
政サービスの充実等
を図っていく。
「川崎市に住む外国
人の皆さんへ」、
「川崎市の多言語広
報資料一覧」を引き
続き配布するととも
に、ホームページ上
でのやさしい日本語
及び外国語による
ページを増やし、日
本語能力が十分でな
い外国人市民への情
報提供の充実に向け
た取組を推進する。

次年度も引き続き、
市民館等において外
国人市民への日本語
の学びの場を提供し
ていく。

市民文化局
多文化共生
推進課

教育委員会
事務局

次年度も引き続き、
子育て世代の外国人
市民への情報提供を
推進する。

生涯学習推
進課

子育て世代の外国
人市民が安心して
暮らすことができ
るような取組を実
施した。

教育文化会館・市民館で識
字学習活動を行った。

外国人市民に対す
る支援を行った。

2

指針に基づいた
外国人市民施策
の推進（外国人
市民代表者会議
による提言、行
政サービスの充
実、多言語によ
る情報提供の充
実）

子育て世代の外
国人市民への情
報提供の実施

・乳幼児健診で活用できる
よう、指導媒体の多言語化
に取り組んだ（英語・中国
語・ベトナム語）
・早期から相談機関につな
がれるよう、相談機関の案
内を多言語で用意し、母子
手帳交付時や新生児訪問、
健診時に配布した。

2

・川崎市多文化共生社会推
進指針の中で、外国人市民
に対する行政サービスの充
実をあげ、全庁的な取組を
進めた。
・「川崎市に住む外国人の
皆さんへ」（8言語）を、
各区役所等からの追加送付
依頼に基づき送付し、住民
登録窓口等を訪れた外国人
市民への配布を依頼した。
ホームページ上でも公開
し、広く利用できるように
している。
・市職員を対象に、災害時
における分かりやすい日本
語における情報提供方法を
テーマとした「やさしい日
本語」講座を実施した。
・ホームページで情報を発
信する際は、通常の日本語
のページと合わせ「やさし
い日本語」のページや多言
語サイトにも情報を掲載す
る等、外国人市民への広報
の充実を推進した。また、
令和元年10月に台風19号が
接近した際には、やさしい
日本語を含む多言語で緊急
情報をホームページに掲載
した。

外国人市民が育児に参加し
やすくなるよう、乳幼児健
診等の外国語版資料の活用
を促すとともに、必要に応
じて通訳ボランティアやタ
ブレットを活用し、母子保
健に関する情報提供を行っ
た。

10か国語の外国語
版母子健康手帳を
必要な妊婦に配布
した。また、必要
に応じて通訳ボラ
ンティアを派遣
し、母子保健事業
に母国語で参加で
きるようにした
り、タブレット等
を活用して適切に
情報提供を行うな
ど配慮した。

2

外国人市民が安心し
て出産・育児を迎え
ることができるよう
事業を安定的に継続
していく。

川崎区役所 地域支援課

こども未来
局

こども保健
福祉課

外国人市民が健
康で安心して生
活するために、必
要な情報や行政
サービスを受けら
れるよう施策の充
実や環境整備に
努めます。

106 市民館等におけ
る外国人市民へ
の日本語の学び
の場の提供

外国人母子への
支援の充実

1
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2

母子健康手帳交付時に、必
要に応じて外国語版母子健
康手帳を資料として配布し
たり、外国籍の方のための
育児グループや他機関が実
施している教室等の情報を
提供した。また、通訳ボラ
ンティアを活用し、対象の
方の状況に応じた母子保健
情報やサービスを提供し
た。

【男女平等に配慮した点】
外国籍の方が夫婦で来所し
た際には、夫婦一緒に説明
や情報提供を行った。

母子健康手帳に関
する説明を行うと
同時に、外国人親
子に係る関係機関
の紹介を必要に応
じて行った。
【男女平等に配慮
した点】
外国の方に対する
母子手帳交付時に
個別に父母に必要
な情報を提供し
た。

麻生区役所 地域支援課

2

引き続き、母子手帳
交付時に外国語版副
読本を配布し、必要
な方には個別支援を
実施する。
必要に応じ他機関で
実施している外国籍
の母子グループや相
談機関について紹介
する。

高津区子育て情報ガイド等
で情報提供を行った。必要
時通訳同伴の家庭訪問やア
イパットの通訳アプリを利
用しての情報提供や指導を
行った。

外国語版妊娠届出
書や外国版健診問
診票を使用。情報
提供、指導時に通
訳アプリを利用し
齟齬がないよう努
めた。また、
外国語版母子手帳
の交付を行い、夫
と情報を共有でき
るようにした。

2

母国語での情報が得
られる相談機関等の
情報提供を行う。父
母や父母の友人等か
らの相談には丁寧な
地対応を行い、安心
して育児ができるよ
う支援をしていく。

多言語で情報提供
できる資料を整理
し、来所時には丁
寧に対応できた。

2 幸区役所

中原区役所

引き続き、外国籍の
方への情報提供を充
実させるとともに、
訪問事業や乳幼児健
診等の事業で、通訳
ボランティアを活用
し、支援を必要とす
る外国籍母子へ保健
情報や育児情報を提
供する。

外国人市民母子
健康の充実

外国籍人の市民が
健康で安心して生
活できるよう、外
国語のリーフレッ
トを活用し丁寧な
対応に心がけた。
言語が通じにくい
ケースには通訳を
適時活用した。

2

外国籍の方が安心し
て生活できるために
窓口等で継続的に丁
寧な対応に心がけて
いく。

引き続き、外国人市
民の子育て支援を実
施する。

外国人市民が健
康で安心して生
活するために、必
要な情報や行政
サービスを受けら
れるよう施策の充
実や環境整備に
努めます。

106

地域支援課

多摩区役所 地域支援課

外国人市民が健康で安心し
て生活できるようにするた
めに、外国人市民に対応し
た用紙、手帳を活用する等
の環境整備を行った。面談
の際には、タブレットによ
る通訳を活用した。

母子手帳配布時の外国語版
副読本配布や他機関の外国
人母子グループ等の情報提
供を行ない、必要に応じて
個別支援を行なった。

計画通り実施し、
必要な情報提供や
支援を実施した。

外国人市民が母
子保健サービス
を受けやすくする
ために、必要に
応じて外国語版
の資料配布や通
訳等派遣

外国語での説明が
必要な方には、
ipadの翻訳機能を
活用したり、外国
語が話せる職員が
対応した。

引き続き、外国籍の
母子等が安心して子
育てできるよう、丁
寧な対応・適切な情
報提供を行い、支援
の必要な親子には個
別に支援していく。

地域支援課

高津区役所 地域支援課

地域支援課

窓口での母子健康手帳交付
時や転入手続時に多言語の
母子健康手帳、母子保健
サービスの内容を示した
リーフレットを配付。通訳
サービスや外国人区民を対
象とした子育てイベント等
の情報提供を行った。
乳幼児健康診査への来所時
には多言語での問診票を活
用し、円滑に受診できるよ
う配慮した。

母子健康手帳交
付や転入手続き
時等の外国人母
子への支援の充
実

外国人市民母子
健康の充実

外国人市民母子
健康の充実

外国人市民母子
健康の充実

2

宮前区役所

外国籍で必要な方へ副読本
として外国語版母子健康手
帳を交付した。支援が必要
な方へは個別に対応した。
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109

再掲目標Ⅲ　事業番号102

2

引き続き、講座の実
施や啓発冊子の公開
を通じた情報提供事
業を推進する。

(42)ひとり親家庭に対する支援の充実と自立の促進

外国人市民代表者
会議としてイベン
トに参加すること
で、外国人市民と
日本人市民の交流
を図り、世界の多
様な文化について
理解の促進を目指
した。

2

引き続き、外国人市
民代表者会議として
イベントに参加し、
市内には多様な外国
人市民が生活・活動
していることや、各
国の文化を紹介する
こと等を通じて、外
国人市民と日本人市
民互いの理解と交流
を深める。

こども未来
局

男女共同参画セ
ンターひとり親家
庭への情報提供
事業

108

ひとり親家庭に対
して、就業支援、
自立支援を実施
します。

母子・父子・寡婦
福祉資金貸付制
度、高等職業訓
練促進給付金事
業、自立支援教
育訓練給付金事
業等の実施

ひとり親家庭に対して、就
学支度資金や修学資金等の
貸付を実施したほか、高等
職業訓練等の給付金事業を
適切に実施した。

各取組を適切に実
施することで目標
を概ね達成した。

2

引き続き事業を適正
かつ男女共同参画の
視点に配慮しながら
実施する。

児童扶養手当、
医療費助成事
業、日常生活支
援事業、等の実
施

ひとり親家庭に対して児童
扶養手当の支給、医療費助
成事業、日常生活支援事業
等を適切に実施した。

各取組を適切に実
施することで目標
を概ね達成した。

引き続き事業を適正
かつ男女共同参画の
視点に配慮しながら
実施する。

多文化共生
推進課

市民文化局
多文化共生
推進課

こども未来
局

こども家庭
課

市民文化局

こども家庭
課

人権・男女
共同参画室

国際交流協会、
民間交流団体等
による共催事業

市民まつり等へ
の参加を通じた
外国人市民と日
本人市民の交流

市民と外国人とのふれあい
を深める相互理解と友好親
善を促進するため、川崎市
内の民間交流団体をはじ
め、地域団体等と連携しな
がら、インターナショナル
フェスティバルを開催し
た。
また、他国の情勢や文化へ
の理解を深めることを目的
とした、地球市民講座を開
催した。

各事業において、
男女共同参画の視
点に配慮しながら
実施した。

2

引き続き、川崎市内
の民間交流団体をは
じめ、地域の学校、
商店街、町内会など
のフェスティバルへ
の参加を促し、連携
を深めながら、各種
のイベントや活動発
表などを通じて、市
民と外国人とのふれ
あいを深め相互理解
と友好親善を促進し
ていく。

外国人市民代表者会議とし
て、かわさき市民祭りに7
名、インターナショナル・
フェスティバルｉｎカワサ
キに12名、多文化フェスタ
さいわいに8名参加し、外
国人市民が来場者との交流
や相互理解を深めるととも
に、代表者会議の広報を
行った。107

互いの文化や生
活の理解が進む
よう交流機会の
充実に努めます。

市民文化局107

互いの文化や生
活の理解が進む
よう交流機会の
充実に努めます。

ひとり親家庭を対
象としたさまざま
な支援情報等を
提供するととも
に、利用しやすい
相談を実施しま
す。

110

ひとり親家庭に対
して、生活支援や
経済的な支援、
入居支援を実施
します。

・男女共同参画センターに
おいて、ひとり親家族等を
対象とした法律講座を計2
回開催し、計48名の参加が
あった。
・ひとり親男性やその家族
への情報提供を目的にした
「みんなどうしている？」
を、引き続き、男女共同参
画センターホームページに
掲載し、情報提供を行っ
た。

2

ひとり親の男女で
ニーズが異なるこ
とを踏まえた情報
提供等を行った。
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まちづくり
局

市営住宅管
理課

経済労働局 労働雇用部

(43)貧困等生活上の困難に直面する女性等への支援

2

引き続き事業を適正
かつ男女共同参画の
視点に配慮しながら
実施する。

就業支援ポータ
ルサイトによる情
報提供、「キャリ
アサポートかわさ
き」や「若者サ
ポートステーショ
ン」の事業案内

・就業支援ポータルサイト
「JOB-Lかわさき」におい
て、求人情報や就業支援機
関、就業関係イベント情報
などを掲載した。

・「市政だより」や情報誌
「かわさき労働情報」にお
いて、「キャリアサポート
かわさき」や「コネクショ
ンズかわさき（若者サポー
トステーション）」の事業
案内記事を掲載した。

貧困等生活上の困
難に直面する女性
等に対し、就業支
援を実施した。

2

・引き続き、就業支
援ポータルサイト
「JOB-Lかわさき」に
おいて、求人情報や
就業支援機関、就業
関係イベント情報な
どを掲載する。

・引き続き、「市政
だより」や情報誌
「かわさき労働情
報」において、
「キャリアサポート
かわさき」や「コネ
クションズかわさき
（若者サポートス
テーション）」の事
業案内記事を掲載す
る。

各取組を適切に実
施することで目標
を概ね達成した。

・巡回相談事業では、市内
に起居するホームレスの日
常生活や健康に関する相談
を受け、自立支援センター
の入所や医療機関への受診
につなげた。
・自立支援センター事業で
は、市内にある3か所のセ
ンターにおいて、居所及び
食事の提供のほか、就労支
援、生活支援等を行い、入
所者の自立に向けた支援を
行った。
・災害等により緊急的に避
難を必要とするホームレス
に対し、緊急一時保護を
行った。
・自立支援センター南幸町
において、要介護状態にあ
るホームレスの受入を行っ
た。
・自立支援センターを退所
した方が再び野宿に戻るこ
とのないようアフターケア
事業を実施した。

左記実績のとお
り、巡回相談事
業、自立支援セン
ター事業、アフ
ターケア事業を行
い、ホームレスの
自立を促進した。
【男女平等に配慮
した点】
自立支援センター
南幸町等におい
て、女性ホームレ
スの受入れを行
い、個々の自立阻
害要因に対応した
支援を行った。

ホームレスの方
への支援として、
自立支援セン
ター事業、アフ
ターケア事業、巡
回相談事業など

リーフレット等作
成・配布、メルマ
ガ配信等による
制度周知 こども未来

局
こども家庭
課

サポートガイドブックを約
7,000部作成・配布したほ
か、毎月メールマガジンを
配信した。

2

引き続き事業を適正
かつ男女共同参画の
視点に配慮しながら
実施する。

110

ひとり親家庭を対
象としたさまざま
な支援情報等を
提供するととも
に、利用しやすい
相談を実施しま
す。

生活基盤の確保
や自立にむけた
支援を行います。

111

　　女性は育児や介護等のため、就業継続が難しくなったり非正規雇用に就いたりするなど生活上の困難に陥りやすいことなどを踏まえ、経済的に困難な状況にある人
への支援を実施します。また、家庭の経済状況等によって子どもの進学機会や学力・意欲の差が生じないよう子どもへの支援を行います。

生活保護・
自立支援室

こども未来
局

こども家庭
課

2

・第4期川崎市ホーム
レス自立支援実施計
画に基づき、引き続
きホームレスの自立
支援に向けた取組を
推進する。
・なお、生活困窮者
自立支援法の施行に
より、「ホームレス
の自立の支援等に関
する特別措置法」の
理念を生かしつつ、
同法の枠組みを活用
して、事業を実施す
る。
・また、自立支援セ
ンター南幸町等にお
いて女性ホームレス
の支援を継続する。

健康福祉局

市営住宅優遇制
度

各取組を適切に実
施することで目標
を概ね達成した。

川崎市母子・父
子福祉センター
における相談事
業の実施

年間を通じて、ひとり親家
庭の生活・就労に関する相
談受付、弁護士による法律
相談、家計相談等を実施し
た。

年4回の定期募集におい
て、ひとり親家庭を対象
に、抽選の当選確率を高め
る優遇制度を継続して実施
した。

ひとり親家庭が市
営住宅へ優先的に
入居出来るよう配
慮した。

2

引き続きひとり親家
庭を対象とした優遇
制度を実施する。
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2

引き続き、関係機関
との連携を充実して
いけるよう、取組を
推進していく。

「貧困の連鎖」の
防止に向けて、困
難を抱える子ども
に対する支援を
実施します。

112

学校へのスクー
ルカウンセラー
の配置及び派
遣・スクールソー
シャルワーカー
の派遣

男女問わず、経済
的理由により就学
が困難な学齢児童
生徒、就学予定者
の保護者に対して
必要な援助を行っ
た。

2

生活困窮者を対象とした取
組と連携しながら、小・中
学生に対して取組を実施し
た。

男女どちらも利
用・参加しやすい
ように配慮した。

2

次年度も引き続き、
経済的に困難な状況
にある人への援助を
行う。

就学援助

奨学金

生活保護受給世
帯の中学生への
学習支援・居場
所づくり事業

ひとり親家庭等
生活・学習習慣
習得支援事業及
び学習支援・居
場所づくり事業
の実施

対象学年、実施箇所
数等の拡充を行いな
がら、引き続き、男
女共同参画の視点に
配慮しながら実施す
る。

・課題を抱えた児
童生徒への支援の
過程で、貧困や就
労等生活上の困難
に直面する保護者
への支援につなが
ることがあったた
め。
・専門性を生かし
た相談活動を行
い、必要に応じて
関係部署等と連携
しながら支援を
図った。

学事課

教育委員会
事務局

学事課2

経済的理由により就学が困
難な学齢児童生徒、就学予
定者の保護者に対して必要
な援助費を支給することに
より、義務教育を円滑に実
施した。

生活保護受給世帯等の小・
中学生に対し、高校等への
進学に向けて、市内１３か
所で事業を実施した。

2

こども家庭
課

教育委員会
事務局

次年度も引き続き、
経済的に困難な状況
にある人への支援を
行う。

こども未来
局

健康福祉局

教育委員会
事務局

生活保護・
自立支援室

健康福祉局
生活保護・
自立支援室

(SC)総合教
育センター
(SSW)教育
改革推進担
当

次年度も引き続き、
取組を推進する。

男女問わず、経済
的理由により修学
が困難な高校生・
大学生に対して必
要な支援を行っ
た。

各取組を適切に実
施することで目標
を概ね達成した。

2

能力があるにもかかわら
ず、経済的理由により修学
が困難な高校生・大学生に
対して、奨学金を支給・貸
付した。

・課題を抱えた児童生徒の
背景に家庭の困難な経済状
況があると判断した場合
に、児童生徒及び保護者等
に対して関係機関につなぐ
などの適切かつ有効な支援
を行った。
・市立中学校へのスクール
カウンセラーの配置、市立
小学校、特別支援学校、高
等学校への学校巡回カウン
セラーの派遣、各区1名以
上のスクールソーシャル
ワーカーの配置を行い、子
どもが置かれている様々な
状況に応じた支援の充実を
図った。

川崎市生活自
立・仕事相談セ
ンター（だいＪＯＢ
センター）

生活基盤の確保
や自立にむけた
支援を行います。

111

性別を含む相談者
の状態に応じた、
求人開拓やマッチ
ング等の就労支援
や精神保健支援、
居住支援、家計改
善支援等を行い、
男性であっても女
性であっても、日
常的・社会的・経
済的に自立できる
よう支援した。

自ら支援を求めるこ
とが難しい生活困窮
者に対して支援を行
うためには、関係機
関が生活困窮の端緒
となる事象を把握し
た場合に、生活自
立・仕事相談セン
ターにおける相談に
つなげられるよう、
関係機関とセンター
の連携をよりいっそ
う強化する必要があ
る。

現に経済的に困窮している
市民に対して、就労支援を
中心に、精神保健支援、居
住支援、家計改善支援、法
律相談等の専門支援を、相
談者の状態に応じて、寄り
添い型で実施した。
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性同一性障害に
関する相談支援

こども未来
局

児童相談所

性同一性障害に
関する相談支援 健康福祉局

精神保健福
祉センター

性同一性障害に
関する相談支援

教育委員会
事務局

教育相談セ
ンター

引き続き、川崎市就
業支援室「キャリア
サポートかわさき」
において、就職活動
に必要な知識・スキ
ルを身に付けるため
の「就職準備セミ
ナー」を実施する。

ニートなどの状態
にある若者に対し
て、就労に関する
講演会やセミ
ナー、相談事業な
どを実施し、自立
に向けた支援を
行います。

キャリアサポート
かわさきの　若
年者向けの「就
職準備セミナー」

2

川崎市就業支援室「キャリ
アサポートかわさき」にお
いて、若年者向けの「就職
準備セミナー」を実施し
た。

経済労働局113

113

1

・性的マイノリティ
当事者の社会生活上
の障壁を取り除くた
めの取組を引き続き
実施していく必要が
ある。
・令和元年12月に制
定した「川崎市差別
のない人権尊重のま
ちづくり条例」で
は、性的指向や性自
認も含めたあらゆる
事由による不当な差
別的取扱いを禁止し
ており、その考え方
を周知するため、よ
り啓発活動を進める
必要がある。

・市内の祭りにおいて「人
権ブース」を2回出展し
（Ｈ31.4.7、Ｒ
元.11.3）、性的マイノリ
ティの人権についての意識
普及を図った。
・映画上映やトークショー
等のイベントである「ピー
プルデザインシネマ2020」
を開催し（Ｒ2.1.23）、市
民への意識普及を図ったほ
か、当事者・家族・支援者
による「情報共有ルーム」
を開催した。
・かわさき人権フェア（Ｒ
元.11.23）において、性的
マイノリティに関する絵本
読み聞かせを行った。
・かわさき人権フェアや川
崎市人権学校（Ｒ2.2.4）
において、関連するＮＰＯ
等のリーフレットを配架
し、相談窓口等の周知を
図った。
＊事業者向けの取組は項目
28にて記載

厚生労働省の委託事業であ
る「かわさき若者サポート
ステーション事業」と連携
し、自立や就労に課題を抱
える若年無業者等を対象
に、相談や職業意識啓発の
事業を実施することにより
職業的自立を支援した。

若者に対する就
労・自立の促進に
向けた取組を実施
した。

(44)ニートなどの状態にある若者に対する就労・自立の促進

人権・男女共同
参画推進連絡会
議性的マイノリ
ティ専門部会の
開催

若年者に対する就
労・自立の促進に
向けた取組を実施
した。

引き続き、「かわさ
き若者サポートス
テーション事業」と
連携し、自立や就労
に課題を抱える若年
無業者等を対象に、
相談や職業意識啓発
の事業を実施するこ
とにより職業的自立
を支援する。

労働雇用部

・男女平等はもと
より、多様な性の
あり方についての
考え方等を広く市
民に周知すること
ができた。

・セミナーや研修との合同
開催も含め、年間6回（予
定）、専門部会を開催し
た。

ニートなどの状態
にある若者に対し
て、就労に関する
講演会やセミ
ナー、相談事業な
どを実施し、自立
に向けた支援を
行います。

地域若者サポー
トステーション事
業と連携した若
年者への職業的
自立支援

2

経済労働局

　　人権尊重の観点から、性的マイノリティについての理解を促進するとともに、性同一性障害に関する相談支援を行います。

再掲目標Ⅰ　事業番号22

再掲目標Ⅰ　事業番号22

再掲目標Ⅰ　事業番号22

114

115

労働雇用部

・男女平等はもと
より、多様な性の
あり方についての
施策を、関係職員
間で共有すること
ができた。 2

・相談事例の共有化
等をさらに進める必
要がある。

市民文化局
人権・男女
共同参画室
(人権班）

市民文化局
人権・男女
共同参画室
(人権班）

(45)性的マイノリティの人々の人権尊重に向けた取組の推進

性的マイノリティ
の人々の人権を
尊重する視点か
ら啓発活動等を
実施します。

市民、事業者、
団体等に対する
性的マイノリティ
についての普及
活動の推進

性的マイノリティ
の人々の人権を
尊重する視点か
ら相談支援を実
施します。

78



H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

H30
(2018) B

R1
(2019) B

R2
(2020)

R3
(2021)

健康教育に関する講演会の
開催等を行う。

男女の性差に応
じた、生活習慣病
の予防や健康に
関する正しい知識
の普及を推進しま
す。

生涯を通じた男女
の健康の保持増進
を目指して、取組
を実施した。

2 地域支援課

介護予防事業、
介護予防活動

116

116

男女の性差に応
じた、生活習慣病
の予防や健康に
関する正しい知識
の普及を推進しま
す。 2

引き続き事業を実施
し、啓発を進める。

2

次年度も引き続き健
康教育に関する講演
会の開催等を行う。

健康福祉局

・既存の自主グループの活
動支援と新たな通場づくり
のための講座を実施した。
講座には男性が８名参加。
また、講座には男性リー
ダーの講話を取り入れ、男
性の社会参加についての話
も取り入れた。

男女の別なく、幅
広く情報が届き、
多くの区民が参加
できるよう工夫を
した。

　　生活習慣や身体的な特徴の違いによって男女異なる健康上の問題に直面することを踏まえ、人生のステージにあった健康づくりを支援します。

高津区役所

介護予防講演会、グループ
支援、出前講座、区民が出
席する会議等におい広く介
護予防・健康づくりの普及
啓発を行った。
一般介護予防事業として実
施している「いこい元気広
場」の広報をし参加を促し
た。
高津公園体操の継続支援、
立ち上げ支援をした。

更年期・高齢期の
健康づくり、介護
予防に自主的に
取り組めるよう支
援します。

117

次年度も引き続き、
更年期・高齢期の健
康づくり・介護予防
に主体的に取り組め
るように、知識普及
のための講座の開催
や情報提供等取組を
取組を推進する。

引き続き、区民の自
主的な健康づくり・
介護予防活動を支援
する。

川崎区役所

引き続き、多くの区
民が健康づくりや介
護予防に取り組むこ
とができるよう、普
及啓発を行うととも
に、既存の活動支援
や新たな通い場づく
りを支援する。

引き続き事業を実施
し、市民が主体的に
取組を行う支援を行
う。

事業やイベントを通して啓
発を行った。

地域支援課

１０　生涯を通じた健康支援

(46)生涯を通じた男女の健康の保持増進対策の推進

区における取組

健康増進計画に
基づく普及啓発
（年代、性差に応
じた運動習慣の
啓発、働きかけ
の推進等を含
む）

健康教育推進事
業

健康増進課

教育委員会
事務局

健康教育課

健康増進課2

事業やイベントを通して啓
発を行った。
3月の女性の健康週間に、
広報を行った。

地域支援課

地域での活動は女
性の参加が多いた
め、積極的に男性
の参加を呼びかけ
た。

・『ウォーキングｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯ
ｸ』を活用した60～70代向
けウォ－キング講座を実施
した。　　　　　・『シニ
アのためのお出かけ情報』
を関係団体に配架し、健康
づくり・介護予防の地域活
動の情報提供を実施した。
・健康づくり・介護予防出
前講座を開催し、生活習慣
病予防、介護予防の講話を
実施した。

地域支援課

グループの状況に
合わせて、継続的
な活動への支援が
できた。

2

健康福祉局

男女の性差に応じ
た健康に関する啓
発を行った。

どの講座において
も男女共に参加が
あった。
【男女平等に配慮
した点】
男女共に参加しや
すいような講座、
広報を行った。 2

引き続き、男女共に
参加しやすいような
講座の企画、広報を
行っていく。

各自主グループ
の活動支援を行
うとともに、活動
の担い手の発掘
や養成の実施

健康教育に関する
講演会を開催し
た。

健康づくり・介護予防を目
的とした区内79のグループ
の活動支援を実施した。

区における取組

幸区役所

2 中原区役所

健康づくり・介護
予防事業の実施
と、自主グループ
の活動支援の実
施
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地域支援課

いこいの家等で健康体操や
口腔ケア、食生活の改善等
についての健康講話を行っ
た。また健康づくり・介護
予防グループが自主的な活
動を継続できるよう支援し
た。健康づくり、介護予防
を目的とした麻生区独自の
体操を地域活動の場で実践
できる人を養成する教室を
実施した。

健康づくりは男
性・女性共通で取
り組める内容のた
め、目標を達成で
きた。また健康づ
くり・介護予防グ
ループが自主的な
活動を継続できる
よう支援した。

NICU(新生児特定集中治療
室）を安定的に稼働させ、
集中治療が必要な新生児に
医療を提供した。

病院局

引き続き、地域へ出
向いて健康づくり・
介護予防等に関する
普及啓発を実施して
いく。

母子健康手帳の
交付及び
妊婦健康診査費
用の助成
妊娠・出産包括
支援事業
両親学級の実施

助産外来の運営

妊産婦等の健康保持に向け
て、以下について実施し
た。
・母子健康手帳の交付
・妊娠期や出産後の家庭訪
問による相談支援の実施
・妊婦健康診査費用の助成
・両親学級の実施

妊産婦等への心身
の健康保持に向け
た各種取組を実施
した。

2

今後も引き続き妊産
婦等への心身の健康
保持に向けた取組を
継続していく。

市立川崎病院で助産外来を
運営していく中で、助産外
来における助産師の実践能
力の評価を実施し、業務に
反映した。

助産師実践能力の
評価結果から助産
外来の質向上のた
めの教育システム
を整備した。 2

妊産婦の様々なニー
ズに対応できるよ
う、アンケート等を
行い、業務に反映し
ていく。 川崎病院事

務局庶務課

119

妊産婦等への心
身の健康保持に
向けた取組を実
施します。

118

区における取組

自主的に健康づく
りや介護予防に取
り組めるよう、実
践を交えて実施し
た。また、子育て
中の母親が若いこ
ろから健康づくり
ができるよう働き
かけた。

2

NICUの安定的に稼
働させ、集中治療
が必要な妊婦及び
新生児に医療を提
供し、相談支援を
行った。

2

今後も引き続き、Ｎ
ＩＣＵを安定的に稼
働させ、集中治療が
必要な新生児に医療
を提供し相談支援を
行っていく。

(47)妊娠・出産などに関する健康支援

2

口腔ケア、食生活の
改善に関する健康講
話や健康体操を継続
的に行っていく。

地域支援課

保健医療政
策室

総合（地域）周産
期母子医療セン
ターを運営する医
療機関に対し、運
営費の補助を適切
に行った。

2

引き続き、総合（地
域）周産期母子医療
センターの運営を支
援し、妊産婦が安心
して出産ができる医
療体制の確保を図
る。

麻生区役所

多摩区役所

健康福祉局

次年度も男女共に参
加できるよう関係機
関と連携をとりなが
ら開催し、普及啓発
や広報、運営支援を
していく。

どの講座において
も男女共に参加が
あり、アンケート
でも概ね好評で
あった。
【男女平等に配慮
した点】
　男女共に参加し
やすいように各種
講座やグループ活
動の企画・広報・
支援をした。

2

　　女性の就業等の増加、晩婚化等婚姻をめぐる変化を踏まえ、妊娠・出産等についての希望を実現できるよう医療体制の確保や相談支援を行います。

介護予防を自主的取り組め
るよう
認知症予防講座を区内５か
所で2日間コースで実施。
健康づくりボランティア・
食生活改善推進員養成教室
やボランティア学習会を開
催。

宮前区役所

周産期医療体制
の確保に向けた
取組を推進しま
す。

区における取組

総合（地域）周産期母子医
療センターの運営に対する
補助を行った。

川崎病院事
務局庶務課

病院局

地域支援課

こども未来
局

保健師等の専門職が地域へ
出向き、サロンや健康づく
り・介護予防等の住民主体
の活動の場で、健康講話や
介護予防に関する普及啓発
を行った。

こども保健
福祉課

総合（地域）周産
期母子医療セン
ターを運営する
医療機関を支援
する。

新生児集中治療
管理室（ＮＩＣＵ）
の安定的稼動

更年期・高齢期の
健康づくり、介護
予防に自主的に
取り組めるよう支
援します。
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区における取組
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専門外来を担う医
師の確保が難し
く、確保できない
ことから、休止中
の外来を再開でき
ない。 2

引き続き、必要な医
師の確保に努める。

ライフステージ別
に性と生殖に関
する健康（リプロ
ダクティブ・ヘルス
／ライツ）につい
て周知啓発を行
います。

健康福祉局
保健医療政
策室

性差に応じた子宮
がん、乳がん及び
骨粗しょう症の検
診以外の検診につ
いては、男女同様
の対象として、事
業を実施した。
また、封書につい
ては特定の年齢層
の男女両方に送付
した。

2

引き続き、無料クー
ポン券やハガキによ
る子宮がん及び乳が
ん検診の受診勧奨及
び、無料クーポン券
の対象でない一定の
年齢の男女に対して
は、がん検診案内封
書を送付する。

女性専門外来を担う専門的
な知識・技術を有する女性
医師の確保に努めたが、女
性専門外来については、女
性医師不足等の理由で休止
した状況であった。

女性専門外来を担
う女性医師の確保
ができないことか
ら、休止中の外来
を再開できていな
い。 1

引き続き、必要な女
性医師確保に努めて
いく。

不妊外来の運営

・特定不妊治療（体外受
精・顕微授精）による不妊
治療の費用及び男性不妊治
療に伴う費用の一部助成
（男性不妊の初回助成額を
拡充）
・不妊・不育専門相談セン
ターにおいて不妊・不育の
専門相談を実施

・不妊に悩む夫婦
に対して、不妊治
療の費用を助成し
た。
・不妊・不育専門
相談センターにお
いて、不妊・不育
に悩む男女に対し
て専門相談を実施
した。

2

不妊・不育専門相談
センター及び助成制
度の周知を継続して
実施していく。

専門外来を担う専門的な知
識・技術を有す女性医師の
確保に努めたが、当該医師
の不足等の理由により、現
在不妊外来及び専門治療は
行っていない。必要に応
じ、専門クリニック等を照
会している。
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女性医師のいる
医療機関につい
ての情報提供を
行います。

医療機関検索サ
イト「かわさきの
お医者さん」によ
り、女性医師に
診てもらえる医
療機関の情報提
供を行う。

医療機関検索サイト「かわ
さきのお医者さん」によ
り、女性医師に診てもらえ
る医療機関の情報提供を
行った。

「かわさきのお医
者さん」を円滑に
運営することによ
り、女性医師に診
てもらえる医療機
関等の情報提供を
適切に行った。

2

引き続き、「かわさ
きのお医者さん」に
よる医療機関情報の
提供を行う。

男女共同参画セ
ンター情報提供
事業

・男女共同参画センターで
は自主事業として「女性の
生涯にわたる心身の健康づ
くりの応援講座」を12回実
施し、133人の参加があっ
た。

参加者が、女性の
身体の変化につい
ての知識及び自宅
で簡単にできるエ
クササイズの習得
通じ、自分に合っ
た健康的な身体作
りができることを
めざした。

2

引き続き、同等の講
座等の推進を通じ女
性の生涯にわたる健
康づくりを推進す
る。

123

(49)性と生殖に関する健康／権利に関する啓発の推進

子宮がん、乳が
ん及び骨粗しょう
症の検診事業実
施、子宮頸が
ん、乳がん検診
無料クーポン券
の配布

122

性差に応じた的
確な医療や健康
診断の機会を充
実します。

女性専用外来の
設置と運営

・子宮頸がん及び乳がん検
診の無料クーポン券を対象
の女性市民（約1万9千人）
へ送付した。
・子宮頸がん検診の無料
クーポン券を送付しなかっ
た一定の対象者（約6万1千
人）に対して、受診勧奨ハ
ガキを送付した。
・無料クーポン券の対象で
ない一定の年齢の男女（約
38万2千世帯・53万6千人）
にがん検診案内の封書を送
付した。

健康増進課

病院局
井田病院事
務局庶務課

市民文化局
人権・男女
共同参画室

健康福祉局

病院局

こども保健
福祉課

こども未来
局

特定不妊治療費
用一部助成
不妊・不育専門
相談センター専
門相談

　　男女で、かかりやすい病気や病態が異なることを考慮し、的確な医療を推進します。

(48)性差医療の推進

120

不妊に悩む男女
への支援を実施
します。

川崎病院事
務局庶務課
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医事・薬事
課

健康福祉局
感染症対策
課

区役所地域みまもり支援セ
ンターにおいて精神保健福
祉に関する各種相談業務を
実施し、市のホームページ
等で周知を図った。

幅広く市民に対
し、区役所地域み
まもり支援セン
ターにおいて精神
保健福祉に関する
各種相談を受け
た。

2

引き続き、区役所地
域みまもり支援セン
ターにおいて精神保
健福祉に関する各種
相談業務を実施し、
市のホームページ等
で周知を図る。

2

支援を必要とする方
が相談につながるよ
うに、相談窓口の周
知の充実や相談時間
の拡充に向けた取組
を実施する。

ライフステージ別
に性と生殖に関
する健康（リプロ
ダクティブ・ヘルス
／ライツ）につい
て周知啓発を行
います。
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母子保健指導・
相談事業

・各区の女性健康支援セン
ターで女性のライフサイク
ルに沿った、心や身体の健
康に関する相談（妊娠中や
出産、思春期、更年期、不
妊、不育など）を実施
・思いがけない妊娠や出産
への不安で誰にも相談でき
ず悩んでいる方への妊娠・
出産ＳＯＳ電話相談を実施

相談窓口の周知に
努めるとともに、
女性のライフサイ
クルに沿った悩み
や、妊娠・出産に
関する不安を抱え
る方に、相談支援
を実施した。

(50)健康をおびやかす問題についての正しい知識の普及啓発の推進

市民文化局
人権・男女
共同参画室

・女性総合相談、男性総合
相談の中で、こころと体の
健康に関する相談をうけて
いる。

相談窓口周知に向
けて、電話相談の
広報用チラシ及び
カードを配布し
た。

2

市内公共施設や相談
機関、関係機関等へ
広く周知を行ってい
く。

教育委員会
事務局

健康教育課

こども未来
局

こども保健
福祉課

健康福祉局

健康福祉局 精神保健課

薬物乱用防止に
関するイベント、
防止教室等の実
施

青少年を対象と
したエイズを含む
性感染症につい
ての正しい知識
の普及啓発の講
演会の開催
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心身ともに健康に
影響を及ぼすＨＩ
Ｖや性感染症、薬
物の使用などを
防止するための
正しい知識の普
及を行います。

中学校・高等学
校における薬物
乱用防止教室の
実施

引き続き、薬物乱用防止に
関するイベント、薬物乱用
防止教室等と実施すること
により、若年層を主な対象
として啓発を継続実施し
た。

全国の運動期間に
合わせ、くすりと
健康フェア及び各
種薬物乱用防止
キャンペーンでは
川崎市薬剤師会や
川崎フロンターレ
等と協働し、様々
な市民に啓発活動
を行い、薬物乱用
防止教室では若年
層へ薬の正しい使
い方を伝えた。
【男女平等に配慮
した点】
若年層を対象とし
た薬物乱用防止教
室では、自分を大
切に思うこと、他
人を傷つけること
のないよう呼びか
けた。

2

神奈川県や近隣都市
等と連携を図りなが
ら継続的に薬物乱用
防止啓発活動を実施
する。

各保健所にて、地域の中
学・高等学校の実情に応じ
たエイズ・ 性感染症の予
防講演会（令和2年3月31日
現在4,771名受講）の実施
を行った。

エイズ・性感染症
を予防するための
正しい知識を得る
必要があることか
ら、青少年エイ
ズ・性感染症予防
講演会を実施し
た。

2

次年度も引き続き、
青少年エイズ・性感
染症予防講演会の実
施を推進する。

各学校で1回以上薬物乱用
防止教室を実施

各学校で1回以上薬
物乱用防止教室を
実施した。

2

次年度も引き続き各
学校で1回以上教室を
実施する予定。

125

こころと体の健康
に関する相談事
業を推進します。

男女共同参画セ
ンターの相談事
業

(51)こころと体の健康に関する相談事業の推進

区保健福祉セン
ターにおける精
神保健福祉に関
する各種相談事
業の実施

82


